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豊
田
茂
委
員
（
自
民
）　

台
風
第
13
号
の
影

響
に
よ
る
猛
烈
な
雨
や
河
川
の
越
水
に
よ
り
、

県
北
地
域
を
中
心
に
、
水
産
加
工
業
者
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
事
業
者
が
浸
水
被
害
を

受
け
た
が
、
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

発
災
後
速
や
か
に
、
災
害

対
策
融
資
枠
を
拡
充
し
、
11
月
末
ま
で
に
30

事
業
者
に
融
資
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
国

と
県
、
市
が
連
携
し
、
被
災
し
た
設
備
な
ど

の
復
旧
費
の
一
部
を
補
助
す
る
支
援
制
度
を

新
た
に
創
設
し
、
事
業
者
か
ら
の
相
談
対
応

や
申
請
手
続
き
な
ど
も
含
め
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
台
風
第
13
号
で
被
災
し
た
河
川

の
復
旧
事
業
等
の
進
め
方
、
今
後
の
維
持
管

理
な
ど
も
質
疑
）

二
川
英
俊
委
員
（
国
民
）　

高
校
生
に
は
、

職
業
を
選
ぶ
際
の
判
断
材
料
と
し
て
、
働
く

上
で
必
要
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
な
ど
の
労
働
教

育
が
必
要
と
考
え
る
。
高
校
教
育
に
お
け
る

労
働
教
育
を
ど
う
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

昨
年
度
か
ら
新
た
に
公
民
科
の
必

履
修
科
目
と
な
っ
た
「
公
共
」
の
授
業
な
ど

に
お
い
て
、
職
業
選
択
や
雇
用
と
労
働
問
題

な
ど
に
関
す
る
労
働
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

生
徒
自
身
が
知
識
を
深
め
、
望
ま
し
い
労
働

環
境
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
教
育
活

動
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
労

働
教
育
の
充
実
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地
域
公
共
交
通
で
あ
る
鉄
道
事

業
の
維
持
、
介
護
人
材
確
保
な
ど
も
質
疑
）

う
の
の
ぶ
こ
委
員
（
市
民
）　

東
海
第
二
発

電
所
の
防
潮
堤
工
事
の
不
良
に
つ
い
て
、
原

子
力
規
制
委
員
長
は
使
用
前
検
査
で
確
認
す

る
と
言
う
が
、
そ
の
段
階
で
や
り
直
せ
と
言

え
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
県
民
の
安
全
を
守

る
県
が
事
実
解
明
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
、
原
子

力
規
制
委
員
会
が
使
用
前
検
査
に
お
い
て
立

ち
会
い
検
査
や
記
録
検
査
に
よ
り
工
事
計
画

や
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
県
が
第
三
者
機
関
な

ど
を
設
け
て
検
証
を
行
う
も
の
で
は
な
い
。

（
ほ
か
に
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
地
域
の
子
育
て
世
代

急
増
に
よ
る
公
立
高
校
不
足
へ
の
対
応
な
ど

も
質
疑
）

瀬
谷
幸
伸
委
員
（
自
民
）　

日
立
市
会
瀬
地

区
で
は
、
本
県
唯
一
の
定
置
網
漁
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
漁
師
体
験
的
な
観
光
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
市
の
魅
力
創
出
に
つ
な
げ
た
い

が
、
定
置
網
漁
業
の
海
業
  ※
へ
の
活
用
策
は
。

農
林
水
産
部
長　

11
月
に
県
内
の
中
学
生
が

水
揚
げ
の
体
験
や
入
札
の
見
学
を
行
う
教
育

旅
行
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

継
続
し
、
定
置
網
漁
業
を
観
光
に
活
用
す
る

た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
と
と
も

に
、
課
題
解
決
に
向
け
て
地
元
の
漁
業
協
同

組
合
と
連
携
し
、
地
域
資
源
の
価
値
や
魅
力

を
活
用
し
た
海
業
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

整
備
、
医
師
の
偏
在
な
ど
も
質
疑
）

村
本
修
司
委
員
（
公
明
）　

即
効
性
の
あ
る

豪
雨
水
害
対
策
と
し
て
、
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
が
有
効
と
考

え
る
。
ま
た
、
河
川
管
理
情
報
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
河
川
の
維

持
管
理
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
、
県
の
取
り
組
み
は
。

土
木
部
長　

点
検
に
よ
り
河
川
状
況
を
把
握

し
、
優
先
度
の
高
い
箇
所
か
ら
浚
渫
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
河
川
ご
と
の
特
性

に
応
じ
た
効
果
的
な
点
検
手
法
や
、
蓄
積
し

た
点
検
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
な
ど
を
検
討
し
、

河
川
の
維
持
管
理
の
効
率
化
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
市
販
薬
乱
用
（
オ
ー
バ
ー
ド
ー

ズ
）
の
対
策
、
不
登
校
対
策
と
し
て
の
睡
眠

指
導
の
導
入
な
ど
も
質
疑
）

中
山
一
生
委
員
（
茨
無
会
）　

知
事
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
茨
城
県
職
員
の
育
児

休
業
取
得
率
は
劇
的
に
向
上
し
た
と
考
え
る

が
、
知
事
の
育
児
休
業
に
対
す
る
考
え
方
は
。

知
事　

男
性
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
は
、

子
育
て
に
主
体
的
に
関
わ
る
契
機
と
し
て
重

要
で
あ
る
ほ
か
、
業
務
の
効
率
化
や
新
た
な

視
点
で
仕
事
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な
る

な
ど
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
も
期
待
で
き

る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
、
県
庁
は
も

と
よ
り
、
県
全
体
で
男
性
の
育
児
参
加
を
進

め
、
日
本
一
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
県

を
目
指
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
対
策
、

牛
久
沼
の
越
水
対
策
な
ど
も
質
疑
）

長
谷
川
重
幸
委
員
（
自
民
）　

本
県
が
農
業

大
県
と
し
て
食
料
安
全
保
障
を
担
う
た
め
に

は
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を
確
立
し
、
食

料
の
安
定
供
給
に
資
す
る
施
策
を
推
進
・
加

速
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
県

農
業
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
今
後
ど
の
よ

う
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

「
儲も

う

か
る
農
業
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
成
果
が
着
実
に
現
れ
て
い
る
。

県
の
施
策
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組

み
、
収
益
性
が
高
い
農
業
構
造
へ
の
転
換
を

加
速
化
す
る
こ
と
で
、
本
県
農
業
の
持
続
的

な
発
展
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
被
害
農
業
者
へ
の
支
援
、
物
流

２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
な
ど
も
質
疑
）

　

令
和
５
年
台
風
第
13
号
に
よ
り
被
災
し
た
事
業
者
に
対
す
る
支
援
や
道
路
、
河
川
な
ど

の
災
害
復
旧
お
よ
び
再
度
災
害
防
止
対
策
、
茨
城
県
植
物
園
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
必

要
な
予
算
の
ほ
か
、
国
補
正
予
算
に
対
応
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
な
ど
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、
農
林
水
産
業
者
な
ど
に
対
す
る
支
援

や
、
省
力
化
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
す
た

め
の
事
業
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て
対
応
す
る
た
め
に
必

要
な
予
算
を
計
上
し
た
12
月
補
正
予
算
案
（
約
３
９
１
億
９
５
０
０
万
円
）
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

12
月
補
正
予
算
案
に
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業

１　

中
小
企
業
へ
の
支
援
（
約
２
億
１
５
０
０
万
円
）

 
 

被
災
事
業
者
再
建
支
援
事
業
（
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
３
市
の
被
災
事
業
者
が

行
う
建
物
修
繕
な
ど
に
対
す
る
補
助
）

２　

災
害
復
旧
及
び
再
度
災
害
防
止
対
策
（
約
53
億
１
３
０
０
万
円
）

３　

県
政
の
課
題
等
へ
の
対
応
（
約
８
８
０
０
万
円
）

 
 

植
物
園
等
魅
力
向
上
対
策
事
業
（
茨
城
県
植
物
園
な
ど
の
魅
力
向
上
の
た
め
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
う
基
本
設
計
）

４　

物
価
高
騰
対
策
（
約
47
億
６
７
０
０
万
円
）

・
医
療
機
関
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
（
光
熱
費
な
ど
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
省
エ

ネ
な
ど
に
取
り
組
む
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
な
ど
に
対
す
る
補
助
）

・
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
関
連
事
業
（
光
熱
費
な
ど
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
対
す
る
補
助
）

 
 

農
林
水
産
業
物
価
高
騰
対
策
支
援
関
連
事
業
（
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
生
産
者
積

立
金
に
対
す
る
支
援
、
コ
イ
養
殖
餌
料
価
格
高
騰
に
対
す
る
支
援
）

 
 

農
業
水
利
施
設
外
来
水
生
植
物
対
策
関
連
事
業
（
農
地
で
の
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト

ウ
繁
茂
拡
大
防
止
の
た
め
の
侵
入
防
止
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
お
よ
び
駆
除
に
対
す
る
補

助
）

  
 

省
力
化
・
グ
リ
ー
ン
化
同
時
実
現
型
資
材
活
用
推
進
事
業
（
省
力
化
や
環
境
負
荷
軽

減
の
た
め
生
分
解
性
マ
ル
チ
を
導
入
す
る
認
定
農
業
者
な
ど
に
対
す
る
補
助
）

 
 

い
ば
ら
き
業
務
改
善
奨
励
金
事
業
（
賃
金
を
30
円
以
上
引
き
上
げ
９
９
０
円
以
上
と

し
、
国
の
業
務
改
善
助
成
金
を
受
け
る
事
業
者
に
対
す
る
上
乗
せ
補
助
）　
　

な
ど

５　

安
全
・
安
心
の
確
保
（
約
１
０
０
０
万
円
）

６　

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
の
推
進
（
約
２
８
８
億
２
０
０
万
円
）

令
和
５
年
度
12
月
補
正
予
算
案
が
可
決

ことば ※【海業】…漁村の人々が海や漁村に関する地域資源の価値や魅力を活用して所得機会の増大などを図る取り組み。

予 算 特 別 委 員 会

12
月
19
日（
火
）

豊と
よ
だ田　

　
　

茂
し
げ
る

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊

（
国
民
民
主
党
）

う
の　

の
ぶ
こ
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

瀬せ

や谷　
　

幸ゆ
き
の
ぶ伸

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

村む
ら
も
と本　

　

修し
ゅ
う
じ司

（
公　
　

明　
　

党
）

中な
か
や
ま山　

　

一か
ず
お生

（
茨
城
無
所
属
の
会
）

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
疑
者

予 算 特 別 委 員 会

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=166

こちらから▲
録画映像で
ご覧になれます。


